
リンパ脈管筋腫症への生体・脳死肺移植
－福岡大学肺移植プログラムの経験－
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要旨：はじめに：リンパ脈管筋腫症 （LAM）は稀な嚢胞性肺疾患であり，平滑筋様 LAM細胞が増殖し閉塞
性換気障害を来たす．肺移植は末期呼吸不全を呈する LAM患者への最終的な治療であり，日本は欧米諸国
と比較して LAMに対する肺移植が多い．当施設での LAMへの肺移植経験を報告する．
対象と方法：2005年５月から 2015年 12月までに脳死肺移植待機登録をおこなった 54例を対象とした．そ
のうち７例の LAMを抽出し背景を明らかにし，周術期間および生存率に関して LAM症例とそれ以外の肺
移植症例を比較検討した．
結果：脳死肺移植待機登録を行った 54例のうち７例が LAMで，４例に脳死片肺移植を実施し，脳死移植
を待てずに生体肺移植を行った症例が１例あった．１例は待機中で，待機中死亡が１例あった．性別はす
べて女性で診断時の平均年齢は 38.5歳，診断から登録までの平均期間は約８年であった．術後の真菌感染
による遠隔期死亡が１例あったが，他の４例は完全社会復帰を果たし，５年生存率は 80%と他の疾患群の
59.2%と比較して良好であった．
結論：末期呼吸不全を呈する LAMに対する生体および脳死肺移植の成績は良好である．若年女性患者が多
いため耐術性に優れていることや原疾患の進行が緩徐なため，我が国の脳死肺移植における長い待期期間
を生存できる可能性が高いこと等が寄与している可能性がある．
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